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不動産の相続登記を放置するとトラブルの種に！

【
ち
ょ
っ
と
歳
時
記
】

真
夏
の
住
宅
街
に
駄
菓
子
屋
を
見
つ
け
た
。
開
け

放
た
れ
た
店
頭
に
日
焼
け
し
た
子
供
達
が
楽
し
そ
う

に
群
れ
て
い
る
。
あ
る
か
な
！
店
先
の
端
の
方
に
捕

虫
ア
ミ
と
ム
シ
籠
が
あ
っ
た
。
昔
は
、
そ
こ
に
三
メ
ー

ト
ル
位
の
竿
が
置
い
て
あ
っ
た
は
ず
。
「
モ
チ
竿
」

だ
がăăăă

な
か
っ
た
。
ま
だ
、
東
京
の
あ
ち
こ
ち
に

田
ん
ぼ
あ
っ
た
頃
だ
。
指
に
た
っ
ぷ
り
の
唾
を
つ
け

て
竿
先
の
鳥
モ
チ
を
伸
ば
す
の
だ
。
太
陽
が
ギ
ラ
ギ

ラ
と
照
り
返
す
の
も
何
の
そ
の
、
仲
間
と
モ
チ
竿
を

担
い
で
畦
道
に
入
り
水
路
に
集
ま
っ
て
く
る
ト
ン
ボ

を
捕
っ
た
も
の
だ
。
数
が
多
い
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
や

ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
は
簡
単
に
捕
れ
た
。
空
高
く
悠
然

と
飛
ぶ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
を
や
っ
と
の
思
い
で
捕
り
、
傷

つ
き
や
す
い
透
き
通
る
薄
い
羽
に
着
い
た
モ
チ
を
、

た
っ
ぷ
り
の
唾
で
取
っ
て
い
る
少
年
。
囲
む
仲
間
か

ら
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
。
（
細
野
）

三
〇
年
前
に
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

最
後
ま
で
そ
の
家
に
い
た
五
男
Ａ
は
残
さ

れ
た
祖
母
と
一
緒
に
住
み
妻
と
息
子
Ｂ
と

娘
Ｃ
が
い
た
。
家
は
東
京
都
内
の
四
〇
坪

位
の
祖
父
名
義
の
一
戸
建
住
宅
だ
。
Ａ
の

他
の
兄
弟
達
は
み
ん
な
早
々

に
家
を
出
て
い
た
の
で
、

Ａ
が
最
後
ま
で
祖
母
と
住

む
こ
と
を
条
件
に
誰
も
相

続
権
の
主
張
は
し
な
か
っ

た
。
相
続
評
価
と
し
て
は

明
ら
か
に
納
税
の
必
要
が

な
か
っ
た
の
で
不
動
産
の

相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま

で
い
た
と
云
う
の
だ
。
娘

Ｃ
は
七
年
前
に
嫁
ぎ
、
昨

春
に
Ａ
が
停
年
に
な
っ
た
。

息
子
Ｂ
（
相
談
者
）
が
結

婚
を
機
に
現
在
の
家
を
売

却
し
て
東
京
近
郊
に
二
世

帯
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。

い
ざ
、
売
却
す
る
こ
と

に
な
っ
て
大
き
な
問
題
が

出
て
き
た
。
土
地
も
建
物

も
三
〇
年
前
に
な
く
な
っ

た
祖
父
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ

の
ま
ま
で
は
土
地
・
家
屋
を
売
却
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
だ
。
司
法
書
士

に
相
談
す
る
と
、
祖
父
を
被
相
続
人
と
す

る
「
遺
産
分
割
協
議
書
」
を
作
成
し
て
、

相
続
人
全
員
の
署
名
と
印
鑑
証
明
書
を
必

要
と
す
る
と
の
こ
と
だ
。

遺
産
分
割
協
議
書

を
作
る
の
に
は
先
ず

祖
父
の
「
除
籍
謄
本
」

を
手
に
入
れ
、
祖
父

の
相
続
人
の
全
て
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
除
籍

謄
本
は
、
親
族
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
（
自
分
の
戸

籍
謄
本
、
身
分
証
明

書
）
を
持
参
し
て
、

祖
父
の
本
籍
地
の
市

町
村
役
場
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
例
の
よ
う
に
、

既
に
父
の
兄
弟
で
あ

る
伯
父
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
、
そ
の
伯
父
の
相
続
人
の
署

名
捺
印
が
必
要
に
な
る
の
だ
か
ら
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
伯
父
達
の
奥

さ
ん
の
全
部
が
快
諾
し
て
く
れ
る
と
も
限

ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
さ
ん
達
に
は
父

と
仲
の
良
か
っ
た
す
ぐ
四
男
の
伯
父
が
力

を
貸
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

長
男
の
伯
父
の
奥
さ
ん
は
痴
呆
症
で
入

院
中
だ
と
云
う
し
、
三
男
の
伯
父
に
は
非

嫡
出
子
が
い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
し
、
長

男
の
二
女
が
英
国
へ
嫁
い
で
い
る
こ
と
も

分
か
っ
た
。
で
も
、
分
か
っ
た
か
ら
と
云
っ

て
全
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
相
続
人
に
事
情
を
話
し
て
「
遺

産
分
割
協
議
書
」
に
署
名
捺
印
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
に
回
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

大
変
だ
っ
た
の
は
痴
呆
で
入
院
中
の
相

続
人
の
場
合
だ
。
家
族
の
人
達
に
お
願
い

し
て
病
院
か
ら
診
断
書
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
家
庭
裁
判
所
に
後
見
人
の
選
任
を
認

め
て
も
ら
っ
た
り･

･
･
･

で
、
か
な
り
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
英
国
に
嫁
い
で
い
る
相
続
人
の

場
合
は
、
英
国
で
は
日
本
の
よ
う
な
印
鑑

証
明
書
の
制
度
が
な
い
の
で
、
英
国
の
日

本
領
事
館
か
ら
発
行
さ
れ
る
サ
イ
ン
の
証

明
書
（
署
名
証
明
書
）
に
よ
っ
て
、
印
鑑

証
明
書
に
替
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
本
人
の
署
名
と
拇
印
を
証
明
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
印
よ
り
も
確
か
な

書
類
だ
。

そ
こ
で
、
遺
産
分
割
証
明
書
を
英
国
の

相
続
人
へ
送
付
し
、
協
議
書
に
相
続
人
本

人
の
署
名
と
「
実
印
の
代
わ
り
の
拇
印
」

を
押
し
て
も
ら
い
日
本
へ
送
り
返
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
相
続

が
始
ま
っ
た
時
に
相
続
登
記
を
し
て
お
け

ば
、
こ
の
よ
う
に
手
続
き
の
時
間
も
掛
か

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
十
年
も
経
つ
と
、
相
続
人
同
士
の
交

流
も
薄
く
な
る
し
、
代
替
わ
り
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
し
。
そ
れ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

済
的
状
況
に
開
き
が
出
て
く
る
場
合
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
相
続
登
記
を
先
送

り
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

Ａ
が
、
祭
祀
と
し
て
墓
を
守
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
て
比
較
的
容
易
に
親
戚
の
理

解
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
か
な

り
の
費
用
と
七
ヶ
月
の
歳
月
を
費
や
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

相
続
が
発
生
し
た
ら
、
司
法
書
士
に
相

談
し
て
、
速
や
か
に
相
続
登
記
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

私
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ご
主
人
が

昨
年
十
二
月
の
朝
、
出
勤
途
中
の
バ

ス
内
で
倒
れ
そ
の
ま
ま
他
界
。

死
因
は
心
筋
梗
塞
で
享
年
五
四
歳

で
し
た
。
以
前
か
ら
心
臓
の
治
療
を

病
院
で
受
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ご
主
人
と
直
接

会
う
機
会
が
な
い
ま
ま
だ
っ
た
の
と
、

ご
主
人
の
既
往
症
を
考
慮
し
て
何
と

な
く
生
命
保
険
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
控

え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

後
日
、
伺
っ
た
と
き
の
お
話
で
は
、

ご
主
人
が
契
約
し
て
い
た
生
命
保
険

は
二
件
と
も
独
身
時
代
に
契
約
し
た

も
の
で
、
一
つ
は
結
婚
直
前
に
契
約

し
、
全
て
ご
本
人
が
保
管
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

ご
主
人
の
死
亡
で
奥
様
が
保
険
会

社
に
保
険
金
の
請
求
し
よ
う
と
し
た

ら
、
独
身
時
に
契
約
し
た
生
命
保
険

の
受
取
人
は
父
親
名
義
の
ま
ま
で
、

結
婚
し
た
後
に
変
更
さ
れ
て
な
か
っ

た
の
で
す
。

皮
肉
に
も
受
取
人
（
父
親
）
が
生
存

し
て
い
た
の
で
、
生
命
保
険
金
は
法

律
通
り
に
夫
の
父
親
の
手
に
渡
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

奥
様
と
す
れ
ば
、
お
子
様
の
教
育

資
金
や
生
活
資
金
等
に
充
当
す
べ
き

大
切
な
生
命
保
険
金
だ
っ
た
は
ず
。

親
・
兄
弟
へ
の
気
遣
い
を
考
え
高

ぶ
る
気
持
ち
を
押
さ
え
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
が
、
自
己
責
任
の
時
代
と
は

云
え
、
あ
の
時
に
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
保
険
の
見
直
し
を
勧
め
て
お
け

ば
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
悔
や
ま

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

（
保
険
Ｆ
Ｐ

山
中
三
佐
夫
）

生
命
保
険
の

受
取
人
は
誰
か
？

相
続
人
の
印
鑑
が
集
ま
ら
な
い
！

家
を
売
れ
な
い
！

親
戚
の
理
解
を
得
て

七
ヶ
月
後
に
決
着
だ
！

さ
あ
大
変
だ
！

遺
産
分
割
協
議
書
づ
く
り
！



クライアントに対する関わり方

ラポール

弁
護
士

委任する

受任する

公
平
性

六
法

Ｆ
・Ｐ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

リ
ス
ク
・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

クライアントが防衛意識を緩和し、カウンセラーへ
の信頼感と好感が持て、一方、カウンセラーも自
己開示ができ、共感性や受容性を持つことができ
るという相互のパーソナリティーへの信頼関係の
こと。

寄り添い
社
長
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事務所に相談いらしたクライアントから「何人かの弁

護士に相談したけど弁護士の答えはどれも同じで納得で

きない！」との言葉を聞くことがある。市町村の無料法

律相談の窓口に行き相談してきたと云うのだ。それも時

を分けてメモを片手に数カ所の相談窓口を渡り歩き弁護

士に聞いて回っているようなのだ。自分の抱えているト

ラブルの全てを話をせずに、都合の良いことだけを話し

てあちこちに相談に回るような流浪のクライアントによ

くある例だ。

私が「それぞれの弁護士に同じ質問をしたのだったら、

どの弁護士からも同じ答えが返ってきて当然でしょ！」

と云うと何故か憮然としている。

弁護士への質問内容がそれぞれ異なっているのであれ

ば違う答えが返ってくるのだろうに、自分が期待してい

たような答えが得られないから納得できないと云うこと

のようだ。 弁護士だって、法廷経験、判例やノウハウ

で裏技を持っています。何処の誰だか分からない、まだ相互

の信頼関係の出来上がっていない相談者がいきなり窓口に来

て、しかも問題の全部を話もしないで相談されたら、通り一

遍の回答しかできないのは当然のこと。

弁護士として一番大切なことは、法を遵守する立場にある

ものとして公平に、しかも客観的に判断できることが大切な

こととされているのだから、どの弁護士に聞いても同じ答え

になることは当然ですよăăăăと説明して、ようやく納得して

もらうことが出来る。

昔から「事業を始めたら信頼関係のある主治医と弁護士は

きちんと確保しておきなさいăăăă」と云われているのは、問

題が起きたからと云って一夜にしてその信頼関係が築きあげ

らるものではないからăăăăと説明しています。

今までに受けてきた相談は、会計事務所、弁護士、カウン

セラーや友人の紹介者を通してお会いしてきました。相続の

トラブル、不動産のトラブル。経営危機の相談など、内容は

百人百色です。十分に時間をかけて解決する問題もあります

が、殆どの相談が緊急を要するものなのですから、じっくり

時間をかけてラポールの形成（相互に信頼関係を築き上げる

こと）をするという訳にはいきません。

クライアントにとっても相談相手のリスク・カウンセラー

や弁護士との信頼関係をもてなければ全てを任せるわけにも

行かないでしょうし、相談を受けるリスク・カウンセラーと

しても同じです。特に、クライアントのトラブル相談を短期

間で解決しなければならないような場合には、相互にラポー

ルの形成が出来ていることは絶対的な条件であるといえ

ます。

リスク・カウンセラーが相談を受ける場合、平素から

交流のある税理士、会計士、カウンセラーから紹介され

たクライアントの相談であれば、ラポールの形成が短期

間で作り上げられるので安心して受任することができま

す。

つまり、それまでの日常の親交により、既にリスク・

カウンセラーと紹介者との間にラポールの形成ができて

いるような場合、その信頼関係の延長線上にクライアン

トとのラポール形成が短期間で出来上がるのだと考えて

います。リスク・カウンセラーがクライアントを弁護士

を紹介する場合もまったく同じことです。

リスク・カウンセラーのスクリーニングを経て、問題

解決に向けてカウンセラーから弁護士を紹介されます。 弁

護士と契約を結び委任状を提出したのだからと云うことで、

信頼関係の下にクライアントの質問には何でも答えてもらえ

るのだろうăăăăか。いや、必ずしも全ての質問に答えられる

わけではありません。

たとえば、債務整理に係わる処理を依頼するような場合に、

ここぞとばかりに何の考えもなく、弁護士が答えに詰まるよ

うな質問をするクライアントがそれです。「財産の一部を事

前に隠蔽しておきたい！そうするためにはどんな方法が良い

のか？ăăăă」ビックリするような思いがけない質問に、思わ

ず弁護士と顔を見合わせてしまう場面です。「それは詐害行

為にあたるので弁護士事務所で質問すべきことではないでしょ！」

ăăăăと、「その質問のことは外へ出てから話しましょうăăăă」

とその質問を途中で制して、次の問題へと切り替えていった

りすることがしばしばあります。

また、明らかに詐害行為だと判断できるような財産隠蔽し

たことを得意気に話すクライアントもいましたが、どちらの

場合にも、信頼関係の何たるかを理解していない問題発言で

あることを認識して欲しいものです。

最近は、それらのことを事前にお話ししておいたり、弁護

士事務所での打ち合わせの際に弁護士が使う正確で簡潔な

「法律用語」について、その用語の意味を噛み砕いて説明す

ることをしたり、弁護士の言葉の裏側にある「言葉にはない

含み」を説明するようにしています。クライアントの表情や

会話の中から感じ取りながら、弁護士とクライアントとのラ

ポールの形成に少しでも役立つようなリスク・カウンセラー

としてのサポートの必要性を感じています。

リ
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③

（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かす

ような形態を言う。生物は個々の組織が自主的に活動すると同
時に独自の機能を発揮する一方でそうした個が調和して全体を
構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）

リスク・カウンセラーとのラポールの形成が大切

弁護士だからこそ答えられない質問がある

流浪のクライアントは
弁護士は頼りにならないと云うが････


